
ど
う
な
っ
と
う
と
？
会
派
代
表
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

学
力
向
上
へ
の
取
組
推
進
に
関
し

て
、
学
力
が
十
分
に
身
に
つ
い
て

い
な
い
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
、
従
来
型
の

講
義
形
式
の
授
業
で
は
学
ぶ
こ
と
の
保
証
は

困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
①
テ
ス

ト
改
善
、
②
授
業
改
善
、
③
家
庭
学
習
改
善

に
向
け
た
本
市
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
本
市
は「
学
力
向
上
宣
言
」

を
行
い
、
学
力
育
成
の
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
果
と
し
て
国
が
実

施
す
る
学
力
調
査
で
は
小
・
中
学
校
と
も
に

国
や
県
の
平
均
点
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

①
小
学
校
で
は
、
市
販
の
テ
ス
ト
を
活
用
し

単
元
ご
と
の
学
習
の
定
着
を
図
っ
て
い
ま

す
。
中
学
校
で
は
、
教
員
が
問
題
を
作
成

し
て
学
習
内
容
の
定
着
度
を
は
か
る
定
期

考
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
本
市
独
自
の
教
員
研
修
で
あ
る
市
内
留
学

や「
だ
ざ
い
ふ
塾
」、
全
教
員
授
業
研
修
会

な
ど
を
通
じ
て
、
教
員
の
指
導
力
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

③
小
学
校
で
は
、
従
来
の
ド
リ
ル
学
習
と
と

も
に
、
本
市
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
教

材「
マ
ス
タ
ー
ノ
ー
ト
」を
活
用
し
て
い
ま

す
。
中
学
校
で
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ

て
自
分
の
苦
手
な
分
野

を
何
度
で
も
学
習
で
き

る
環
境
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
支
援
の
推
進

と
し
て
、サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

を
増
員
、
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
サ
ポ
ー
ト

ル
ー
ム
を
設
置
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
増
員
し
て
全
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク

に
配
置
す
る
と
い
う
施
策
で
、
不
登
校
児

童
・
生
徒
の
数
は
減
少
す
る
と
考
え
て
い
る

の
か
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

配
置
に
よ
っ
て
細
か
な
支
援
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
12
月
時

点
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
３
名

の
対
応
件
数
が
約
３
０
０
０
件
で
す
。
各
中

学
校
ブ
ロ
ッ
ク
に
配
置
す
る
事
で
、
１
人
当

た
り
の
担
当
が
減
り
、
支
援
が
行
き
渡
る
と

考
え
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
全
国
で
も
少

な
く
、
不
登
校
対
応
の
先
進
的
施
策
と
す
べ

く
、
７
０
０
０
万
円
を
超
え
る
予
算
と
な
り

ま
す
。

　
今
回
の
対
応
だ
け
で
不
登
校
児
童
・
生
徒

が
減
少
す
る
と
は
断
言
で
き
ま
せ
ん
が
、
少

な
く
と
も
本
市
の
子
ど
も
達
が
悩
み
苦
し
む

時
に
、
ま
た
才
能
の
片へ

ん

り
ん
を
感
じ
さ
せ
る

よ
う
な
機
会
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
サ
ポ
ー
ト

で
も
よ
り
行
え
る
こ
と
に
繋
が
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

自
治
体
監
査
と

い
う
独
立
し
た

機
関
が
行
う
提
言
や
指
摘

事
項
を
、
市
政
運
営
の
改

善
と
向
上
に
活
用
す
べ
き

と
考
え
、
２
点
伺
う
。

①
監
査
に
よ
る
指
摘
事
項

の
改
善
・
措
置
状
況
に

つ
い
て

②
議
員
の
一
般
質
問
で
指

摘
さ
れ
て
き
た
太
宰
府

市
行
政
の
重
要
課
題
に

関
し
て
、
地
方
自
治
法

第
１
９
９
条
第
６
項

（※）

に
基
づ
く
、
市
長
の
要

求
に
よ
る
監
査
請
求
を

行
う
考
え
が
あ
る
か
。

理
事
　
①
平
成

29
年
度
か
ら
令

和
４
年
度
ま
で
の
６
年

間
に
指
摘
さ
れ
た
１
０

２
件
の
う
ち
、
措
置
さ

れ
た
の
は
85
件
で
す
。

比
較
的
短
期
間
で
解
決

可
能
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
都
度
改
善
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
事
案
の

性
質
に
よ
っ
て
は
、
解

決
に
時
間
が
か
か
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

②
一
般
質
問
で
指
摘
の

あ
っ
た
重
要
課
題
等
に

つ
い
て
は
、
常
々
真
摯

に
受
け
止
め
、
改
善
に

努
め
て
い
ま
す
。
市
長

の
要
求
に
よ
る
監
査
請

求
に
つ
い
て
は
、
今
後

そ
の
必
要
性
に
よ
り
判

断
し
て
い
き
ま
す
。

※

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
６
項

に
は
市
長
自
身
が
監
査
を
求
め

た
場
合
は
必
ず
監
査
を
行
う
こ

と
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
市
内
で
も
サ
ル

と
イ
ノ
シ
シ
の
目

撃
は
多
く
、
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
農
作
物
の
被
害
も
続

く
。
他
市
で
は
子
ど
も
が

サ
ル
に
襲
わ
れ
て
も
い

る
。
各
学
校
で
も
お
知
ら

せ
し
て
い
る
と
思
う
が
、

サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
へ
の
対
処

法
、被
害
状
況
、
市
の
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

②
飼
育
放
棄
さ
れ
た
飼
い
猫

や
そ
の
子
孫
が
野
良
猫
化

し
、
悪
臭
や
無
責
任
な
餌

や
り
が
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

餌
や
り
禁
止
条
例
が
必
要

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
飼

い
主
の
い
な
い
猫
を
保
護

し
て
不
妊
去
勢
手
術
を
す

る
際
の
費
用
補
助
に
つ
い

て
伺
う
。

理
事
　
①
学
校
で

は
サ
ル
や
イ
ノ
シ

シ
に
は
、
近
づ
か
な
い
、

追
い
か
け
な
い
、
大
声
を

上
げ
な
い
、
目
を
そ
ら
さ

ず
に
静
か
に
逃
げ
る
等
の

指
導
を
し
て
い
ま
す
。走
っ

て
逃
げ
た
児
童
が
追
い
か

け
ら
れ
て
ひ
っ
か
か
れ
た

事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
保

護
者
へ
も
ア
プ
リ
を
通
じ

て
の
注
意
喚
起
を
し
て
い

ま
す
。

部
長
　
②
餌
や
り
禁
止
条
例

は
、
一
律
に
禁
止
す
る
の

が
妥
当
か
と
い
う
問
題
も

あ
り
、
ま
ず
は
調
査
研
究

か
ら
入
り
ま
す
。
不
妊
去

勢
手
術
補
助
金
は
、
飼
い

主
が
い
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
者
２
名
の
署
名
が
必

要
で
、
交
付
決
定
後
に
申

請
者
が
捕
獲
し
て
病
院
へ

連
れ
て
い
き
手
術
を
し
ま

す
。
な
お
、
補
助
金
は
動

物
病
院
に
直
接
支
払
わ
れ
、

不
足
額
が
あ
れ
ば
申
請
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

全
て
の
児
童
・
生
徒
に
学
び
の
保
証
を

問
QA

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
対
策
は
こ
れ
で
充
分
か

問
QA

は       

せ      

が  

わ

こ  

う   

せ  

い

長
谷
川 

公
成 

議
員

太
宰
府
市
民
の
声

と  

く   

な  

が

よ  

う   

す  

け

徳
永
　
洋
介 

議
員

太
宰
府
市
民
ネ
ッ
ト

全
　
質
　
問
　
項
　
目

○
危
機
管
理
の
徹
底
強
化
に
つ
い
て

●
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

○
ま
ほ
ろ
ば
号
改
革
に
つ
い
て

○
本
市
教
育
委
員
会
と
総
務
部
に
お
け
る

理
事
、
部
長
職
の
職
務
権
限
に
つ
い
て

全
　
質
　
問
　
項
　
目

○
災
害
対
応
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入

に
つ
い
て

○
小
・
中
学
校
給
食
費
の
助
成
に
つ
い
て

●
学
力
向
上
へ
の
取
組
推
進
に
つ
い
て

○
太
宰
府
小
学
校
長
寿
命
化
改
良
事
業
に

つ
い
て

○
ま
ほ
ろ
ば
号
改
革
に
つ
い
て

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
い
て

QA

全質問項目

◇「自治体監査」を市政運営の改

善・向上にどう活かすか

◇行政経営の指針となる新たな「総

合計画」の策定は進んでいるか

自
治
体
監
査
を
市
政
運
営
の

改
善
と
向
上
に
活
用
せ
よ

木
村
　
彰
人  

議
員

き    

む

ら

あ

き    

と

問

ここが聞きたい 個 人 質 問

Q

A

全質問項目

◇サル、イノシシ、野良

猫対策について

サ
ル
、イ
ノ
シ
シ
、野
良
猫
に

対
し
て
ど
う
対
策
す
る
か

原
田
　
久
美
子  

議
員

は

ら    

だ

く       

み       

こ

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

市内に出没したイノシシ

録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
、
集
い
の
場

所
に
つ
い
て
４
点
伺
う
。

①
子
ど
も
会
育
成
会
連
合
会

(
市し

子こ

連れ
ん

)へ
の
加
入
率
が

減
少
し
て
い
る
。
市
が
考

え
る
運
営
の
意
義
は
。

②「
地
域
こ
ど
も
の
日
」
へ
の

市
の
取
組
状
況
は
。

③
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
全

小
学
校
に
拡
充
し
地
域
活

動
サ
ポ
ー
タ
ー
の
参
画
を

促
す
計
画
が
あ
る
が
、
現

在
の
進
捗
は
。

④
南
児
童
館
は
地
域
住
民
の

み
で
な
く
市
内
す
べ
て
の

子
ど
も
対
象
の
事
業
に
シ

フ
ト
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長
　
①
現
在
、

39
の
子
ど
も
会
に

約
２
０
０
０
名
の
児
童
が

加
入
し
て
い
ま
す
。
市
は

市
子
連
で
企
画
す
る
役
員

研
修
や
子
ど
も
た
ち
の
大

会
等
の
運
営
を
支
援
し
な

が
ら
、
子
ど
も
会
活
動
の

理
解
促
進
に
努
め
て
い
ま

す
。

②
平
成
28
年
度
に
各
自
治
会

に
地
域
こ
ど
も
の
日
の
制

定
を
呼
び
か
け
、
現
在
44

自
治
会
中
28
自
治
会
で
制

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
後
、
活
動
は
少
し
ず

つ
復
活
し
て
い
ま
す
。

③
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

中
心
に
地
域
人
材
や
市
内

大
学
生
等
に
関
わ
っ
て
も

ら
い
つ
つ
運
営
し
て
い
ま

す
。

④
南
児
童
館
で
は
人
権
セ
ン

タ
ー
の
設
置
条
例
に
基
づ

き
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
体
験
や
学
習
の
場
の
み

な
ら
ず
、
生
活
そ
の
も
の

の
指
導
、
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

全
国
的
に
消
防
団

の
担
い
手
不
足
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
消

防
操
法
大
会
の
廃
止
も
含
め

て
検
討
す
べ
き
と
考
え
５
点

伺
う
。

①
操
法
大
会
の
内
容
と
実
際

の
活
動
と
の
乖
離
を
ど
う

考
え
る
か
。

②
操
法
大
会
不
参
加
で
消
防

団
へ
の
加
入
ハ
ー
ド
ル
は

下
が
る
か
。

③
現
在
の
消
防
団
員
の
う
ち

市
職
員
の
割
合
は
。

④
操
法
大
会
に
向
け
て
予
定

さ
れ
て
い
る
練
習
計
画
と

以
前
か
ら
の
変
更
点
は
。

⑤
操
法
大
会
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

部
長
　
①
消
防
操

法
大
会
は
、
消
防

用
機
械
器
具
の
取
扱
い
及

び
操
作
の
基
本
に
つ
い
て

の
技
術
を
競
う
大
会
で
、

団
員
の
士
気
高
揚
、
消
防

技
術
の
向
上
は
地
域
防
災

力
の
強
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。

②
選
手
、
役
員
以
外
は
、
大

会
に
向
け
た
訓
練
に
毎
日

全
員
が
参
加
す
る
わ
け
で

は
な
く
、
団
員
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
も
必
要
な
人

員
を
消
防
団
で
決
定
し
、

加
入
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。

③
令
和
６
年
３
月
１
日
時
点

で
約
34
％
で
す
。

④
練
習
計
画
は
例
年
、
新
年

度
に
消
防
団
で
決
定
し
ま

す
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ

未
定
で
す
。

⑤
メ
リ
ッ
ト
は
、
１
点
目
の

内
容
と
考
え
て
い
ま
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
２
点
目

の
と
お
り
、
で
き
る
だ
け

デ
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
よ
う

に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
出
産
、

子
育
て
が
出
来
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
５
点

伺
う
。

①
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
体
制
強
化
は
。

②
産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

事
業
を
取
り
入
れ
て
は
ど

う
か
。

③
５
歳
児
健
康
診
査
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

④
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
、
電

子
母
子
手
帳
へ
の
機
能
追

加
の
予
定
は
。

⑤
低
出
生
体
重
児
を
育
て
る

母
親
と
先
輩
マ
マ
を
繋
ぐ

取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う

か
。

部
長
　
①
令
和
６

年
度
か
ら
子
ど
も

発
達
相
談
室
き
ら
き
ら

ル
ー
ム
を
子
育
て
支
援
課

に
移
管
し
、
子
育
て
に
関

す
る
相
談
支
援
体
制
の
一

体
的
な
集
約
、強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

②
既
に
導
入
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

③
現
在
５
歳
児
健
診
の
補
助

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

小
学
校
入
学
前
の
就
学
前

健
診
は
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
近
隣
自
治
体
や
関

係
者
と
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
実
施
の
可
能
性
を

探
っ
て
い
き
ま
す
。

④
面
談
日
程
や
相
談
教
室
な

ど
を
予
約
で
き
る
機
能
を

追
加
し
、
今
後
も
さ
ら
な

る
強
化
を
図
り
ま
す
。

⑤
届
出
に
よ
り
低
体
重
児
の

出
産
を
把
握
し
た
ら
す
ぐ

に
保
護
者
へ
連
絡
し
、
聞

き
取
り
を
し
て
地
域
の
家

族
会
を
紹
介
す
る
な
ど
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
母
親

と
ご
家
族
の
気
持
ち
に
寄

り
添
っ
た
支
援
に
努
め
ま

す
。

空
き
家
の
防
犯
対

策
は
緊
急
課
題
と

し
て
３
点
伺
う
。

①
空
き
家
の
防
犯
対
策
推
進

の
現
況
は
。

②
空
き
家
の
件
数
は
、
平
成

28
年
度
の
実
態
調
査
時
点

の
７
１
２
件
か
ら
令
和
４

年
度
末
の
３
７
９
件
へ
と

減
少
し
た
が
、
実
態
調
査

か
ら
７
年
以
上
経
過
し
て

い
る
た
め
再
調
査
す
る
必

要
は
な
い
か
。

③
空
き
家
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い
予
防
推
進
強
化
に
力

を
注
い
で
い
た
だ
き
た
い

が
、
市
の
見
解
は
。

部
長
　
①
令
和
５

年
12
月
か
ら
令
和

６
年
２
月
末
ま
で
に
、
太

宰
府
市
内
で
空
き
家
を

狙
っ
た
空
き
巣
窃
盗
事
件

は
13
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

②
草
木
の
繁
茂
、
家
屋
の
劣

化
損
傷
な
ど
、
放
置
す
れ

ば
問
題
化
し
そ
う
な
空
き

家
を
中
心
に
把
握
し
、
解

決
に
向
け
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
再
度
の
実
態
調

査
実
施
に
つ
い
て
は
検
討

を
行
い
ま
す
。

③
本
市
で
は
、
所
有
者
や
関

係
者
、
近
隣
住
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
相
談
や
事
例
に

対
し
、
市
と
専
門
機
関
が

連
携
し
て
空
き
家
予
防
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

更
に
、
福
岡
県
空
き
家
活

用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

協
力
の
も
と
、
相
談
会
や

セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
市
内
外

の
建
物
所
有
者
へ
の
啓
発

と
相
談
窓
口
の
紹
介
を
目

的
と
し
て
、
納
税
通
知
書

に
チ
ラ
シ
を
同
封
す
る
取

組
も
行
っ
て
い
ま
す
。

QA

Q

A

QA

QA

全質問項目

◇安心して出産子育て

ができるまちづくり

について

◇社会教育としての子どもの居場所について

◇太宰府市の生産年齢人口について

◇重要土地利用規制法（重要施設周辺及び国

境離島等における土地等の利用状況の調査

及び利用の規制等に関する法律）について

全質問項目

◇空き家対策について

◇文化芸術の振興について

全質問項目

◇福島原発事故後の除染に伴う汚

染土の地方受け入れについて

◇消防団の担い手不足の解消に

ついて

全質問項目

本
市
の
社
会
教
育
と
し
て
の

こ
ど
も
の
居
場
所
の
取
組
は

神
武
　
　
綾  

議
員

こ

う

た

け

あ

や

問

消
防
団
の
担
い
手
不
足
を

解
消
す
る
に
は

タ
コ
ス
キ
ッ
ド  

議
員

問

安
心
し
て
出
産
、
子
育
て
が

出
来
る
ま
ち
づ
く
り
を
求
め
て

小
畠
　
真
由
美  

議
員

お    

ば

た

ま       

ゆ       

み

問

空
き
家
の
防
犯
対
策
を

し
っ
か
り
と

橋
本
　
　
健  

議
員

は

し

も

と

け

ん

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

子育て支援センター
（うめっこテラス）

※記事は2件目を掲載しています
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問
／
福
岡
県
中
部
十
一
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
報
告

自
衛
隊
へ
の
個
人

情
報
提
供
に
つ
い

て
の
根
拠
、
提
供
の
手
続
き

及
び
方
法
に
つ
い
て
４
点
伺

う
。

①
令
和
５
年
度
の
情
報
提
供

の
経
緯
に
つ
い
て
。

②
個
人
情
報
保
護
と
い
う
観

点
か
ら
問
題
は
な
か
っ
た

か
。

③
個
人
情
報
提
供
が
法
に
そ

ぐ
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
た
場
合
の
救
済
措

置
は
。

④
市
長
の
判
断
基
準
は
。

部
長
　
①
４
月
21

日
付
で
自
衛
隊
福

岡
地
方
協
力
本
部
長
か
ら

申
請
が
あ
り
、
８
月
４
日

の
市
長
決
裁
に
よ
り
情
報

提
供
の
機
関
決
定
を
行
い
、

同
日
、
紙
媒
体
で
提
供
し

ま
し
た
。

②
個
人
情
報
が
な
ぜ
保
護
を

要
請
さ
れ
る
か
に
つ
い
て

は
、
個
人
情
報
の
有
用
性

に
配
慮
し
つ
つ
、
個
人
の

権
利
、
利
益
を
保
護
す
る

目
的
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
令
和
２
年
度
ま
で
は

自
衛
隊
の
方
が
閲
覧
の
上
、

書
き
写
し
て
持
っ
て
帰
っ

て
お
り
、
提
供
し
て
も
結

果
と
し
て
実
態
は
変
わ
ら

な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

③
個
人
情
報
提
供
が
、
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
違
反
し
て
提

供
さ
れ
た
場
合
、
同
法
第

98
条
に
利
用
停
止
請
求
権

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
市
長
は
以
上
を
踏
ま
え
総

合
的
に
判
断
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

安
全
管
理
の
徹
底

や
利
便
性
、
快
適

性
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
施

設
を
管
理
す
る
行
政
に
と
っ

て
大
き
な
役
割
で
あ
る
。
施

設
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
か

ら
、
事
故
の
発
生
や
、
施
設

管
理
に
満
足
で
き
な
い
と
い

う
声
を
聴
く
こ
と
が
あ
る
た

め
２
点
伺
う
。

①
事
故
な
ど
の
情
報
の
把
握

に
つ
い
て

②
施
設
の
整
備
計
画
に
つ
い

て

部
長
　
①
常
々
把

握
に
努
め
て
お
り

ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

は
他
者
と
の
接
触
が
起
こ

り
や
す
く
、
怪
我
も
生
じ

や
す
い
こ
と
か
ら
、
全
て

把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
か
ら
の
施
設
の
破

損
な
ど
連
絡
を
受
け
た
場

合
は
、
軽
微
な
も
の
は
指

定
管
理
者
に
て
修
理
を
行

い
、
指
定
管
理
者
以
外
の

施
設
に
つ
い
て
は
、ス
ポ
ー

ツ
課
職
員
が
現
場
の
確
認

と
応
急
処
置
を
行
う
と
と

も
に
業
者
へ
の
修
理
の
依

頼
を
行
う
な
ど
、
早
期
に

状
況
の
改
善
を
図
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

②
各
体
育
施
設
の
老
朽
化
に

伴
い
、
修
理
を
必
要
と
す

る
箇
所
も
増
え
て
き
て
お

り
ま
す
の
で
、
改
修
が
必

要
と
な
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
毎
年
必
要
性
や
優
先

度
の
高
い
も
の
か
ら
計
画

的
に
改
修
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

令
和
３
年
以
降
、

18
歳
、
22
歳
に
な

る
市
民
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
を
市
が
自
衛
隊
へ

提
供
し
て
い
る
件
に
は
強
い

疑
問
が
あ
る
。
昨
年
９
月
議

会
時
の
指
摘
事
項
、
懸
念
事

項
の
再
確
認
を
行
い
、
自
衛

隊
へ
の
名
簿
提
供
に
つ
い
て

３
点
伺
う
。

①
昨
年
の
情
報
提
供
を
矛
盾

な
く
正
当
化
で
き
る
か
。

②
提
供
さ
れ
た
情
報
が
何
人

の
市
民
に
ど
の
よ
う
な
方

法
で
届
け
ら
れ
た
の
か
市

は
確
認
し
て
い
る
か
。

③
市
か
ら
の
情
報
に
よ
り
一

人
暮
ら
し
の
女
性
の
元
へ

見
知
ら
ぬ
人
が
や
っ
て
来

た
と
す
る
。
そ
の
女
性
の

気
持
ち
は
市
の
他
の
施
策

と
整
合
的
と
言
え
る
か
。

部
長
　
①
令
和
２

年
度
ま
で
は
対
象

年
齢
の
方
を
抽
出
し
た
住

民
基
本
台
帳
を
自
衛
隊
が

閲
覧
の
上
、
書
き
写
し
持

ち
帰
っ
て
お
り
、
令
和
３

年
度
以
降
も
結
果
と
し
て

実
態
は
変
わ
ら
ず
矛
盾
な

く
正
当
化
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ま
す
。

②
昨
年
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
で

の
配
布
と
確
認
し
て
い
ま

す
。
情
報
提
供
後
の
結
果

報
告
を
求
め
て
い
な
い
の

で
把
握
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
提
供
し
た
情
報
は
戸
別

訪
問
か
、
配
布
だ
け
か
、

実
際
使
わ
れ
て
な
い
の
か
、

問
う
立
場
に
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
書
に
は
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

裁
断
処
置
を
明
記
し
て
い

ま
す
。

③
そ
う
し
た
場
面
を
想
定
す

れ
ば
様
々
な
感
情
は
理
解

で
き
ま
す
が
、
現
時
点
で

は
選
択
の
余
地
は
少
な
い

と
こ
ろ
で
す
。
も
ち
ろ
ん

様
々
な
法
の
規
定
に
従
っ

た
支
援
措
置
は
実
施
し
て

い
ま
す
。

Q

A

Q

A

Q

A

全質問項目

◇自衛隊への名簿提供について

◇施政方針と高齢者のくらしにつ

いて

◇自衛隊への個人情報提供につ

いて

◇セルフネグレクト支援について

全質問項目

◇体育施設の整備について

◇体育施設（とびうめアリーナ）の

利用について

全質問項目

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
供
の

根
拠
と
手
続
き
、方
法
は

森
田
　
正
嗣  

議
員

も

り    

た

ま

さ

つ

ぐ

問

安
全
・
安
心
な

体
育
施
設
利
用
の
た
め
に

今
泉
　
義
文  

議
員

い

ま

い
ず
み

よ

し

ふ

み

問

市
の
自
衛
隊
へ
の
住
民
情
報

提
供
は
矛
盾
だ
ら
け
だ

笠
利
　
　
毅  

議
員

か

さ    

り

つ
よ
し

問

令和5年度 福岡県中部十一市議会議長会議員研修会報告

福岡県中部十一市議会議長会とは春日市、大野城市、筑紫野市、小郡市、宗像市、朝倉市、糸

島市、古賀市、福津市、那珂川市及び太宰府市の市議会議長をもって組織しており、議員の教養

文化を高めるため毎年持ち回りで議員研修会を開催しています。

令和5年度は太宰府市が主催市となり、全11市230人もの議員が参加しました。

富田館長による講演では「王
おう

羲
ぎ

之
し

って誰？」から始まり、「蘭
らん

亭
てい

序
じょ

って何？」や、最後に菅原道真

の「曲水宴」（寛平二年（890年）、讃岐守の任期を終えて帰洛したときの曲水宴での作詩歌）の紹

介など、たいへん有意義な研修会でした。

講演終了後、数名の議員から講師へ質問があり、丁寧な回答を頂きました。

日時：令和6年1月24日（水）14時～16時 場所：九州国立博物館ミュージアムホール

演題：「王
おう

羲
ぎ

之
し

から菅原道真へ」 講師：九州国立博物館　館長　富田　淳 様

録画映像はこちら 録画映像はこちら

録画映像はこちら

富田　淳 館長 九州国立博物館ミュージアムホール
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